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災害の彼岸と此岸 : 東日本大震災における被災認
識の人類学的研究


























































(1) 安政江戸地震(1855 年) 
安政江戸地震は安政 2 年 10 月 2 日(1855 年 11 月 11 日)の深夜 10 時頃に発生した
M6.9 と推定される直下型地震であり、江戸における体感震度は 5 弱から 6 強であっ
た (北原 1987, 2012 )。町奉行所による集計では死者 4,297 人、倒壊家屋 14,346 軒と














則した限定的なものだった(北原 1987, 2012 )。 
 
(2) 明治三陸大津波(1896 年) 
 明治三陸大津波は明治 29(1896)年 6 月 15 日の午後 8 時頃に三陸沖で発生した明治
三陸地震に伴う津波災害であり、三陸沿岸を中心に死者 22,000 人、倒壊家屋 1,844
棟、流出家屋 8,524 棟、船舶流出破損 6,930 という極めて大きな被害が発生した(内閣
府 2005a; 田中他 2012: 221)。青森県、岩手県、宮城県の太平洋沿岸部が大きな被害
を受け、人口の 83 パーセントを失った田老村(現宮古市)の様に、壊滅的な被害を受け
た自治体も存在した。被害額は当時の貨幣で 710 万円から 870 万円程度と推測され、
日本の国家予算の 1 割程度に相当する金額であった(内閣府 2005b)。死者･行方不明者
数は明治以降の津波災害の中で最大であり、遡上波高も東日本大震災において更新さ









(3) 関東大震災(1923 年) 
 関東大震災は大正 12 年(1923 年)9 月 1 日の午前 11 時 58 分 44 秒、北緯 35.2 度、
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人の死者･行方不明者が報告されており、大部分が東京市と横浜市に集中している(内










(4) チェルノブイリ原子力発電所事故(1986 年) 
 1986 年 4 月 26 日、ソビエト連邦(現ウクライナ)のチェルノブイリ事原子力発電所 4
号機で発生した大規模な原子力事故の結果、放射性物質は広域に拡散し、現在のウク






(5) 阪神･淡路大震災(1995 年) 
 平成 7 年(1995 年)1 月 17 日午前 5 時 46 分、淡路島北緯 34 度 36 分、東経 135 度
02 分、深さ 16km を震源とするマグニチュード 7.2 の地震が発生した。当初は「平成
7(1995 年)年兵庫県南部地震」と命名されたが、被害の規模の大きさや復旧･復興推進
へ向けた統一名称の必要性を考慮し、災害名は「阪神･淡路大震災」となった。関連死















(6) スマトラ島沖地震(2004 年) 
2004 年 12 月 26 日、現地時間の 7 時 58 分 49 秒、スマトラ島北西部沖を震源とし
た M9.1 の巨大地震は、後に 2004 年スマトラ島沖地震と呼ばれる(インド洋地震津波
災害調査研究グループ 2004; 田中他 2012)。津波は地震発生後 30 分から 1 時間でス






























ォーマント 2 名にもインタビューを行っている(表 3-1)。 
 
表 3-1 インフォーマント一覧 
名前 性別 滞在地 出身地 滞在目的 
G 氏 男性 アメリカ･サンディエゴ 宮城県 語学留学 
T 氏 男性 イギリス･ケンブリッジ 兵庫県 調査 
A 氏 女性 オランダ･ライデン 宮城県 調査 
M 氏 女性 韓国･テグ 秋田県 調査･勤務 
L 氏 女性 韓国･ソウル 韓国 会議出席 
S 氏 男性 インド･デリー近郊 福島県 インターン 
K 氏 女性 中国･厦門 沖縄県 調査 
Y 氏 女性 中国･上海 福島県 調査 
N 氏 男性 インドネシア･ジャカルタ 宮城県 旅行 
E 氏 男性 仙台市内 秋田県 学業 




































































































































ゴリー分けがされている。震災に関する報道は 3 月 19 日発売の 4 月 2 日号から掲載
しており、特に巻頭と巻末のグラビアコーナーに大きくページを割いている。〔福島第
一原発 隠された真実〕〔菅直人という「風評被害」〕といった見出しで政府の対応や隠
蔽体質を指摘する記事 (週刊現代 2011 年 3 月 28 日)、〔続・東日本大震災の記憶 帰
らぬ人よ〕(週刊現代 2011 年 3 月 28 日)、〔宮城県石巻市立大川小学校「たった 5 人





















(女性自身 2011 年 3 月 22 日)。女性の読者層を意識した紙面構成のためか、災害の影
響でも特に家庭生活に関連するものを多く扱っている。原発事故に関する記事では〔夏
の電力不足 太陽光は救世主になれる!?〕の様な電気料金に関するもの(女性自身 
2011 年 4 月 5 日)、〔内部被曝 リスク回避する「魚の選び方・食べ方」〕といった食生
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男の真価は問われるぞ〉(週刊文春 2011 年 3 月 24 日)と題した回で扱われた質問は全
て震災関連のものであった。〔先ちゃんの浮いたり沈んだり〕は将棋に関する話題を扱
うコラムであり、将棋会館での被災、余震の中で続行された対局について語られてい











発列島ニッポンの虚実 神の火 原発(MarkⅠ型)の最深部を視る〕(週刊現代 2011 年
4 月 18 日)といった原子力発電所の図解や、〔原発 30km 圏内 放射能が変えた「人生」 
南相馬 そして最終バスは出て行った〕(週刊現代 2011 年 4 月 4 日)といった立ち入り
制限区域の惨状といった記事が中心となっていく。また、原発事故に関する話題は徐々



















(カプフェレ 1988: 15)とも言える娯楽性の高いものである。 
週刊誌報道では〔東北の夏祭り日めくり激熱カレンダー、今年の夏休みこそ東北 6
県で盛り上がろう♪〕(女性自身 2011 年 7 月 5 日)の様に「東北 6 県」、〔被災 3 県 小
学生 133 人本音アンケート!〕(女性自身 2011 年 6 月 21 日)の様に「被災 3 県(岩手県・
宮城県・福島県)」といった災害や復興についての分かりやすい枠組みが多く用いられ
ている。一方、〔賠償金のツケ 消費税 20% それでも東電を救うのか〕(週刊文春  2011
年 3 月 31 日)では、原発事故が全国民に及ぼす無視できない影響が語られ、〔検出は
702 件にも…〝規制値超え〟野菜が中京&関西に出荷されていた!!「放射能汚染食品 






























































































































































くものであり、〔官僚、秘書、政治部記者 75 人アンケート“バカ菅”ではもう無理 「危
機に強い総理」は誰だ!〕(週刊文春 2011 年 4 月 27 日)といった政治に関わる震災報道
の論調は、メディアの震災以前の姿勢がそのまま反映されている。一方、週刊誌報道
において〔社会「節電エコポイント制度」スタート 登録したらメリットはあるのか?〕
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2011 年 3 月 22 日 
 〔大事な家族も、無事に避難できました 助かった犬〕。 
〔原発被曝極限の現場を行く!予定日は 3 月 29 日 臨月母負けない! 「生まれてく
る娘だけが希望だから…」〕。 
〔雅子さま “帰宅難民”の母子たちに届けたぬくもりのコンソメスープ〕。 
2011 年 4 月 5 日 
 〔夏の電力不足 太陽光は救世主になれる!?〕。 
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2011 年 4 月 12 日 




能汚染食品 89 品目」産地＆危険度全リスト〕。 
2011 年 6 月 21 日 
 〔被災 3 県 小学生 133 人本音アンケート!〕。 
2011 年 7 月 5 日 
 〔東北の夏祭り日めくり激熱カレンダー、今年の夏休みこそ東北 6 県で盛り上が
ろう♪〕。 
2011 年 7 月 19 日 
 〔節電&猛暑ニッポンを救う 五郎エコ!〕。 
週刊文春 




2011 年 3 月 31 日 
〔賠償金のツケ 消費税 20% それでも東電を救うのか〕。 
2011 年 4 月 7 日 
 〔テレビ NHK レギュラーで全局制覇。たけしが TV に出続ける事情〕。 
2011 年 4 月 14 日 
 〔夜ふけのなわとび〕。 
2011 年 4 月 27 日 
  〔官僚、秘書、政治部記者 75 人アンケート“バカ菅”ではもう無理 「危機に強
い総理」は誰だ!〕。 
週刊現代 




  〔福島第一原発 隠された真実〕。 
〔菅直人という「風評被害」〕。 
〔続・東日本大震災の記憶 帰らぬ人よ〕。 
 2011 年 4 月 4 日 
  〔宮城県石巻市立大川小学校「たった 5 人の卒業式」もう君たちは戻ってこない
のか〕。 
〔原発 30km 圏内 放射能が変えた「人生」 南相馬 そして最終バスは出て行った〕。 
 2011 年 4 月 18 日 
  〔原発列島ニッポンの虚実 神の火 原発(MarkⅠ型)の最深部を視る〕。 
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